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■
屋
敷
神
と
白
流
権
現　

白
流
大
権
現
は

保
木
間
二
丁
目
の
國
井
孝
保
家
で
江
戸
時

代
よ
り
祀
ら
れ
て
い
た
屋
敷
神
〈
や
し
き

が
み
〉
で
あ
る
。

　

屋
敷
神
と
は
名
の
通
り
一
族
や
血
縁

者
、
ま
た
ご
く
近
隣
の
住
民
で
信
仰
す
る

小
規
模
な
氏
神
で
、
民
間
信
仰
の
一
種
で

あ
る
。 　

一
般
的
に
は
屋
敷
の
敷
地
内
一
角
に
小

さ
な
社
や
祠
が
立
ち
、
一
家
で
祀
っ
て
い

る
も
の
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
一

軒
の
家
の
屋
敷
神
の
枠
を
越
え
、
地
域
の

人
々
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
も
の
も
存
在
す

る
。
ま
た
家
が
長
い
年
月
の
中
で
途
絶
え

て
も
、
地
域
の
神
社
の
摂
社
な
ど
に
配
さ

れ
て
残
る
場
合
や
、
そ
の
ま
ま
独
立
し
た

神
社
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
の
白
流
大
権
現
に
つ
い
て
、
付
属
す

る
「
白
流
大
権
現
縁
記
」
に
よ
れ
ば
、
勧

請
時
は
分
家
を
含
め
た
周
辺
の
國
井
家
一

族
で
祀
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
徐
々
に
広

が
り
、
後
世
で
は
同
族
だ
け
の
屋
敷
神
で

は
な
く
な
っ
て
い
る
。
親
戚
関
係
は
不
明

で
あ
る
と
い
う
同
じ
國
井
と
い
う
名
字
の

家
々
や
近
隣
の
家
々
、
三
十
軒
近
く
を
氏

子
と
し
た
信
仰
・
祭
祀
へ
と
変
わ
っ
て
お

り
、
屋
敷
神
と
し
て
は
比
較
的
規
模
の
大

き
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
屋

敷
神
の
変
化
を
た
ど
る
プ
ロ
セ
ス
の
比
較

対
象
と
し
て
も
面
白
い
例
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
よ
う
な
屋
敷
神
の
変
化
は
地
域
的
特

徴
や
逸
話
、
時
代
背
景
の
必
需
に
よ
る
も

の
で
、
必
ず
し
も
社
格
・
神
格
に
よ
る
規

模
差
で
は
な
い
。

■
い
わ
れ
と
祭
り　

白
流
大
権
現
の
い
わ

れ
に
つ
い
て
は
、
付
近
の
洪
水
で
流
れ
着

い
た
白
蛇
を
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の

九
月
十
五
日
に
、
竹
塚
の
延
命
寺
の
法
要

に
て
勧
請
し
た
の
が
始
ま
り
だ
と
い
う
。

　

神
道
色
を
帯
び
な
が
ら
、
寺
院
に
よ
る

祭
式
が
行
わ
れ
て
い
る
点
に
、
か
つ
て
神

仏
集
合
で
、
寺
社
の
区
別
が
ゆ
る
や
か
で

あ
っ
た
時
代
の
名
残
も
う
か
が
え
る
。
幾

度
か
鎮
座
地
の
移
転
が
あ
っ
た
と
い
う

が
、
創
建
当
時
か
ら
あ
る
と
思
し
き
棟
札

に
は
か
ろ
う
じ
て
「
天
明
」
の
文
字
が
読

み
取
れ
る
。

　

平
成
十
六
年
ま
で
は
十
月
（
旧
暦
の
九

月
）
十
四
日
前
後
に
祭
礼
を
行
っ
て
い
た

と
い
い
、
無
病
息
災
等
を
祈
願
し
、
社
旗

を
立
て
、
太
鼓
を
打
ち
、
近
所
の
子
供
た

ち
に
菓
子
を
配
る
な
ど
し
て
い
た
。
祭
祀

に
携
わ
っ
た
國
井
家
代
々
の
関
係
者
名
簿

や
大
正
十
三
年
か
ら
の
集
金
簿
な
ど
も
残

さ
れ
て
い
る
。

■
蛇
と
水
神
の
信
仰　

蛇
ま
た
は
竜
神

白流大権現 ―保木間の屋敷神の一例―
奥村　麻由美

創
建
当
時
の
も
の
と
お
ぼ
し
き
棟
札
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千
住
掃
部
宿
の
「
旧
書
留
」
か
ら
④

河
川
と
用
水
路

 
多
田
　
文
夫
　

は
、
水
に
関
係
し
た
信
仰
の
象
徴
で
あ
る
。

稲
作
を
中
心
と
す
る
日
本
人
の
生
活
に
は
、

豊
か
な
水
は
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し

水
は
少
な
け
れ
ば
干
ば
つ
、
多
け
れ
ば
水

害
を
も
た
ら
し
、
畏
怖
さ
れ
る
存
在
で
も

あ
る
。
そ
の
た
め
全
国
に
お
い
て
水
に
対

す
る
様
々
な
か
た
ち
の
信
仰
が
み
ら
れ
た
。

　

な
か
で
も
足
立
区
周
辺
は
中
川
、
綾
瀬

川
、
隅
田
川
な
ど
水
源
と
な
る
河
川
が
あ

り
、
ま
た
水
は
け
の
悪
い
土
地
が
多
い
。

そ
れ
ゆ
え
に
た
び
た
び
洪
水
な
ど
の
水
禍

に
見
ま
わ
れ
て
お
り
、
水
害
の
記
録
や
関

係
し
た
民
話
な
ど
が
多
く
残
る
。
区
内
に

は
水
神
と
し
て
の
性
質
が
強
い
氷
川
神
社

が
各
地
に
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
水
神
の
数

は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
「
蛇
橋
」
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
蛇
と
水
を
結
び
つ
け

た
伝
説
や
神
社
に
、
荒
れ
水
を
治
め
る
こ

と
に
苦
心
し
て
い
た
土
地
柄
が
見
え
て
く

る
。
（
※
蛇
橋
…
花
畑
に
あ
っ
た
綾
瀬
川

に
掛
か
る
橋
。
江
戸
時
代
に
名
主
新
八
が

洪
水
か
ら
村
を
救
う
た
め
堤
防
を
切
ろ
う

と
し
て
、
下
流
の
村
民
か
ら
襲
撃
さ
れ
命

を
落
と
し
、
大
蛇
に
な
っ
た
と
い
う
区
内

に
残
る
民
話
。
）

　

＊

＊

＊

＊

＊

　

平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
、
勧
請

時
と
同
じ
延
命
寺
の
当
代
住
職
に
よ
り
、

細
雨
の
中
、
御
霊
抜
き
の
祭
式
が
執
り
行

わ
れ
た
。
そ
の
後
、
当
館
へ
社
の
神
具
一

式
の
他
、
起
源
の
い
わ
れ
や
社
旗
、
祭
事

の
太
鼓
、
帳
面
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
た
。
屋

敷
神
の
か
た
ち
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料

群
で
あ
る
。

 

（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

　

土
地
の
記
述
に
続
い
て
低
地
帯
ら
し
く

河
川
や
堤
防
、
ま
た
千
住
の
農
村
と
し
て

の
基
盤
に
な
る
用
水
に
つ
い
て
の
記
述
が

登
場
す
る
。

■
釈
文

【
①
河
川
関
連
】

（
５
丁
表
つ
づ
き
）

川
原
縄
手
長
九
拾
間
右
縄
手
之
内
ニ

石
橋
　
長
壱
間 
敷
石
十
三
枚 
弐
ヶ
所
同
断

　
　
　
　
巾
三
間
　
石
垣
高
三
尺

荒
川
　
長
九
百
五
拾
間 
川
上
本
木
村
よ
り

 
巾
平
均
百
五
十
間
　
川
下
橋
場
迄

【
②
用
水
関
連
】

樋
七
ヶ
所

東
掃
部
堀
　
　
　
　
　
　
巾
壱
間

　
千
本
松
よ
り
水
戸
海
道
庚
申
橋
迄

　
長
四
百
四
十
間

（
５
丁
裏
）

西
掃
部
堀
　
　
　
　
　
　
巾
四
尺

　
五
丁
目
新
宮
前
よ
り
箱
圦
迄

　
長
五
百
間
　
新
宮
前
よ
り
五
町
目
右
迄

　

長
弐
百
六
拾
間

西
悪
水
堀

　
掃
部
堤
圦
よ
り
荒
川
端
迄

　
弐
百
九
拾
五
間
、

東
壱
町
目
よ
り
中
耕
地
石
橋
迄

　
長
百
六
拾
五
間

解
題
７　

河
川
・
用
水
記
事　

【
①
河
川
関
連
】　

「
川
原
縄
手
」
と
は
、

日
光
街
道
の
千
住
河
原
町
と
千
住
橋
戸
町

の
間
に
あ
っ
た
嵩
上
げ
道
路
の
こ
と
で
あ

る
。
現
在
は
平
坦
に
見
え
る
が
河
原
町
と

橋
戸
町
の
間
は
低
湿
地
帯
が
あ

り
、
日
光
道
中
は
嵩
上
げ
さ
れ

た
土
手
上
を
通
っ
て
い

た
（
の
ち
に
新
開
橋
が

河
原
町
と
橋
戸
町
間
に

建
設
さ
れ
た
）
。

　

続
く
荒
川
は
現
隅
田

川
の
こ
と
で
あ
る
。
当

時
の
明
細
帳
な
ど
で
は

お
お
む
ね
「
荒
川
」
と

表
記
さ
れ
る
。
「
絵
本

江
戸
土
産
」
や
「
江
戸

名
所
図
会
」
等
江
戸
時

代
の
地
誌
類
で
は
、
ほ

か
に
千
住
川
と
い
う
表

記
も
散
見
す
る
。
江
戸

時
代
の
河
川
名
称
は
、

一
つ
の
流
路
で
様
々
な

表
記
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
一
般
的
で
あ
っ

た
。
足
立
区
周
辺
だ
と

千
住
川
、
荒
川
と
い
う

表
現
が
あ
り
、
綾
瀬
川

と
の
合
流
点
を
超
え
て

下
流
に
な
る
と
、
浅
草

川
、
隅
田
川
、
ま
た
大

川
と
い
う
表
記
が
見
出

さ
れ
る
。

写真中央下が千住大橋　大橋の上流二箇所と下流に「荒川」の文字が見える。
郷土博物館蔵高田家文書の絵図（以下「高田家絵図」と略す）より。
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【
②
用
水
関
連
】　

用
水
関
連
施
設
の
記
述

で
は
冒
頭
に
「
樋
」
が
登
場
す
る
。
堤
防

内
の
水
系
と
堤
防
外
の
河
川
を
つ
な
ぐ
圦

樋
（
い
り
ひ
）
と
も
称
さ
れ
る
水
門
の
こ

と
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
七
か
所
あ
る

と
し
て
い
る
。

　

続
け
て
東
掃
部
堀
と
西
掃
部
堀
の
流
路

に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
興
味
深
い
の

は
当
時
の
地
元
で
の
小
地
名
が
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

■
千
本
松　

江
戸
時
代
の
千
住
の
名
木

だ
っ
た
の
が
「
千
本
松
」
で
あ
る
。
資
料

上
の
初
見
は
、
宝
暦
元
（
一
七
五
一
）
年

に
秋
田
藩
士
清
水
秋
全
が
藩
主
に
献
上
し

た
街
道
図
で
あ
る
「
増
補
行
程
記
」
（
盛

岡
市
中
央
公
民
館
蔵
）
で
あ
る
。
同
図
の

千
住
付
近
に
記
述
が
あ
り
「
千
本
松
と
申

有
之
候
。
本
木
一
本
ニ
て
枝
葉
盛
也
。
枝

地
元
よ
り
箒
の
こ
と
く
見
へ
て
候
。
畑
中

也
。
二
丁
余
入
て
」
と
し
て
い
る
。
そ
の

後
も
千
住
宿
の
名
勝
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

い
く
つ
か
の
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
街
道

か
ら
２
丁
（
町
）
余
＝
二
一
八
ｍ
プ
ラ
ス

入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
、
と
し
て
お
り
、

絵
図
の
道
筋
や
水
路
等
と
対
照
す
る
と
、

お
お
む
ね
千
住
警
察
署
と
常
磐
線
・
東
武

線
の
大
踏
み
切
り
付
近
に
な
る
。

　

し
か
し
千
本
松
は
い
つ
の
こ
ろ
か
失
わ

れ
た
ら
し
い
。
上
に
掲
げ
た
絵
図
の
千
本

松
の
や
や
西
側
を
南
北
（
上
下
）
に
走
る

道
が
、
お
お
む
ね
北
千
住
駅
西
側
を
千
住

警
察
署
に
向
か
う
道
に
該
当
す
る
。
当
時

の
小
地
名
は
「
大
道
」
で
あ
る
。

■
五
町
目
新
宮
前　

荒
川
開
削
以
前
に
川

田
耕
地
に
あ
っ
た
千
住
五
丁
目
の
お
宮
、

現
在
の
千
住
大
川
町
に
あ
る
氷
川
神
社
の

移
転
前
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。
本
資
料

で
は
「
五
町
目
新
宮
前
」

と
記
さ
れ
て
お
り
他
の
千

住
の
絵
図
で
も
「
五
丁
目

新
宮
」
と
し
て
い
る
。
な

お
「
五
町
目
」
と
「
五
丁

目
」
の
「
町
」
と
「
丁
」

は
江
戸
期
に
は
両
方
利
用

さ
れ
、
同
じ
意
味
で
用
い

ら
れ
て
い
る
。　

  
（
つ
づ
く
）

  
郷
土
博
物
館
学
芸
員

「江戸名所図会」に記された「千住川」の文字　遡行する帆掛け舟と帆をたたんで
下流に向かう、上り下りの舟が描かれている。

描
か
れ
た
千
本
松
　
　
高
田
家
絵
図

千住五丁目新宮（左下）　高田家絵図

　
日
本
の
工
芸
技
術
を
啓
発
・
普
及
す
る

鷹
峯
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
事
業
「
伝
統
と
保

存
の
技
術
」
、
表
具
師
・
勝
村
真
光
氏
に
は
、

展
覧
会
で
披
露
し
ま
し
た
紙
本
六
曲
一
双

「
吉
野
山
桜
竜
田
川
紅
葉
図
屏
風
」
の
修

復
課
程
を
御
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

伝
統
と
保
存
の
技
術 

Ⅱ

表
具
師
　
勝
村
真
光

　

表
具
師
、
勝
村
真
光
氏
は
、
大
正
六
年

か
ら
続
く
表
具
師
の
三
代
目
で
現
在
父
の

英
世
氏
と
千
住
仲
町
で
仕
事
を
し
て
い

る
。
地
元
に
関
わ
る
美
術
資
料
に
つ
い
て

の
知
識
と
、
取
り
扱
い
の
経
験
が
深
く
、

郷
土
博
物
館
で
も
多
く
の
資
料
修
復
を
依

頼
し
て
い
る
。

　

紙
本
「
吉
野
山
桜
竜
田
川
紅
葉
図
屏
風
」

は
、
建
部
巣
兆
の
作
品
で
、
二
百
年
ほ
ど

前
の
も
の
で
長
年
の
間
に
傷
み
も
あ
り
、

「繕い」をする勝村氏
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〈再生紙を使用しています〉

膠水による剥離止め

今
後
、
百
年
以
上
の
保
存
に
耐
え
う
る
よ

う
に
、
屏
風
の
本
体
か
ら
の
全
面
修
復
と

な
っ
た
。

【
本
紙
部
分
の
修
復
】

■
塗
椽
は
ず
し
と
作
品
面
の
離
剥　

屏
風

面
の
椽
（
ふ
ち
）
を
は
ず
し
、
作
品
の
描

か
れ
て
い
る
面
だ
け
を
と
り
は
ず
す
。

■
袋
紙
・
増
し
裏
打
ち
紙
除
去　

作
品
（
本

紙
）
の
裏
に
貼
ら
れ
て
い
る
袋
紙
と
二
層

に
な
っ
た
増
し
裏
打
紙
を
は
が
す
。

■
肌
裏
紙
の
除
去　

加
湿
し
、
撫
刷
毛
で

伸
ば
し
た
あ
と
、
本
紙
（
作
品
）
の
裏
に

最
初
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
肌
裏
紙
を
取

り
除
き
、
完
全
に
本
紙
の
み
に
す
る
。

■
つ
く
ろ
い　

本
画
の
ヤ
ブ
レ
や
虫
食
い

穴
な
ど
を
、
紙
質
の
似
た
紙
を
繕
紙
（
つ

く
ろ
い
が
み
）
と
し
て
補
填
す
る
。

■
肌
裏
打
ち　

つ
く
ろ
い
が
終
了
し
た
あ

と
、
新
し
く
肌
裏
紙
を
貼
る
。

■
剥
落
止
め　

後
の
洗
浄
作
業
に
備
え
膠

水
（
に
か
わ
す
い
）
を
使
い
、
剥
落
（
は

く
ら
く
）
の
恐
れ
の
あ
る
部
分
に
の
み
剥

落
止
め
を
す
る
。
膠
は
、
動
物
の
骨
や
皮

な
ど
を
煮
詰
め
て
得
た
ゼ
ラ
チ
ン
質
の
も

の
で
、
接
着
剤
と
し
て
使
用
す
る
も
の
。

■
洗
浄　

エ
タ
ノ
ー
ル
、
高
純
度
精
度
水

な
ど
を
使
い
全
体
を
洗
う
。

■
敷
き
干
し　

吸
湿
性
の
あ
る
紙
の
上
に

置
い
て
自
然
乾
燥
さ
せ
る
。

■
増
し
裏
打
ち　

肌
裏
打
ち
の
あ
と
、
補

強
の
た
め
の
紙
を
裏
打
ち
す
る
。

■
仮
張
り　

増
し
裏
打
ち
を
済
ま
せ
た
本

紙
を
仮
張
と
よ
ば
れ
る
道
具
に
し
ば
ら
く

張
り
、
乾
燥
さ
せ
な
が
ら
全
体
の
調
整
を

行
う
。

■
中
裏
打　

さ
ら
に
も
う
一
枚
紙
を
裏
打

ち
す
る
。

■
仮
張
り　

仮
張
り
し
乾
燥　

■
剥
落
留
め　

屏
風
へ
の
張
り
込
み
作
業

に
備
え
、
色
彩
部
分
す
べ
て
を
膠
水
に

よ
っ
て
止
め
る
。

■
使
用
材
料　

　

使
用
す
る
紙
は
い
ず
れ
も
手
漉
き
楮
紙

で
あ
る
。

肌
裏
打

･
･

薄
美
濃
紙
（
岐
阜
県
美
濃
後

藤
製
）
、
増
し
裏
打

･
･

文
化
美
栖
紙
（
奈

良
県
吉
野
）
、
中
裏
打

･
･

薄
美
濃
紙　

（
加

納
製
）

　

絵
が
描
か
れ
て
い
る
紙
は
、
江
戸
時
代

に
輸
入
さ
れ
た
唐
紙
（
竹
紙
）
と
断
定
で

き
、
繕
紙
は
、
竹
紙
（
中
国
福
建
省
）
を

用
い
る
。
た
だ
し
、
画
の
部
分
に
つ
い
て

は
、
以
前
の
繕
紙
を
使
っ
た
。

　

糊
と
し
て
使
用
す
る
の
は
、
生
麩
糊

（
し
ょ
う
ふ
の
り
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
麦

粉
に
水
と
塩
を
加
え
分
離
さ
せ
て
グ
ル
テ

ン
を
除
去
し
た
澱
粉
に
水
を
足
し
て
煮
糊

と
し
た
も
の
で
伝
統
的
な
接
着
剤
で
あ
る
。

【
本
体
部
分
の
調
整
・
下
張
り
】

　

前
骨
は
、
数
が
少
な
く
木
の
厚
み
も
薄

く
全
体
的
に
弱
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
新

調
し
、
本
紙
と
併
せ
て
屏
風
全
体
の
保
存

を
は
か
る
こ
と
に
し
た
。

■
骨
縛
り　

骨
格
が
ゆ
が
ま
な
い
よ
う
に

丈
夫
な
細
川
紙
を
使
っ
て
張
る
。

■
ベ
タ
張
り　

全
面
に
糊
を
つ
け
て
楮
紙

を
貼
り
、
骨
の
く
る
い
と
骨
縛
り
の
耐
久

性
を
増
す
。

■
二
編
蓑
張
り　

天
（
上
）
・
地
（
下
）

双
方
か
ら
紙
を
ず
ら
し
な
が
ら
糊
は
、
框

（
か
ま
ち
）
部
分
し
か
つ
け
ず
に
貼
る
の

で
、
中
で
は
紙
が
浮
く
よ
う
に
な
る
。
こ

れ
を
二
編
行
っ
た
。

■
蓑
押
さ
え　

紙
全
面
に
糊
を
つ
け
て

し
っ
か
り
と
張
る
。

■
削
り
付
け　

下
張
り
し
た
骨
を
揃
え
て

作
品
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
、
カ
ン
ナ
で

削
っ
て
調
整
す
る
。

■
蝶
番
組
み　

六
曲
分
の
骨
を
強
靭
な
紙

を
使
っ
て
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
表
と
裏
面
か

ら
ベ
タ
張
り
で
羽
包
み
を
お
こ
な
う
。

■
袋
貼
り
（
上
・
下
）　

半
紙
大
の
紙
を

四
分
一
位
だ
け
糊
を
つ
け
て
継
ぎ
貼
っ
て

い
く
。
継
ぎ
目
を
一
寸
程
度
重
ね
る
こ
と

に
よ
り
、
表
面
は
浮
い
た
状
態
と
な
る
。

■
清
張
り　

全
体
に
糊
付
け
し
て
張
る
。

【
上
張
り
・
仕
上
げ
】

■
本
紙
張
り
付
け　

「
作
品
」
を
貼
る
。

■
裏
張
り　

屏
風
の
裏
に
絹
地
を
張
る
。

■
裂
地
張
り　

小
縁

･

大
縁
に
布
地
を
張

る
。

■
椽
打
ち　

屏
風
の
外
周
を
囲
む
椽
を
つ

け
る
。

■
オ
ゼ
張
り　

屏
風
の
番
（
つ
が
い
）
部

分
に
、
江
戸
時
代
の
金
箔
を
貼
っ
た
紙
を

貼
る
。

■
金
具
打
ち
込
み　

江
戸
時
代
後
半
に
作

ら
れ
た
錺
金
具
を
打
ち
込
む
。

肌裏紙の除去

右上　前骨の様子

右下　新しい骨躯体

上　　蓑張り


